
第第 2277 回回  

地地域域産産学学官官とと技技術術士士ととのの  

合合同同セセミミナナーー  
 

主催：社団法人 日本技術士会 

協賛：北見工業大学 寒地地震防災研究推進センタ－ 

オホーツク技術士会 

後援：北海道開発局、北海道、北見市、 

（社）建設コンサルタンツ協会北海道支部 

テーマ 

災災害害にに対対すするる住住民民意意識識のの向向上上  
 

 

日時 ：平成19年１１月２日（金） 

1４：00～17：３0 

会場 ：ホテルベルクラシック北見 

住所 北見市北６条西1丁目８-1 

Tel 0157- 31-1200 

 

 

参加のご案内  

 

参加費  ：技術士及び技術士補 １,000 円（左記以外の方は無料） 

情報交換会は別途3,000円 場所は同ホテル内 

申し込み先 ：下記へ Eメールまたは Fax にて、セミナー、情報交換会別の参加と氏名 

連絡先等を添えてお申し込みください。 

札幌市厚別区厚別中央1条5丁目4－1 Docon 新札幌ビル 

(社)日本技術士会北海道支部 事務局（出村） 

E‐mail：hkd-eng@ipej-hokkaido.jp、FAX：011-801-1618 

申込締切日 ：平成19年１０月２５日(木) 

(但し、定員１５０名になり次第締め切りますので予めご了承ください) 



開開催催趣趣旨旨  

オホーツク地域においては、ここ数年で豪雪、集中豪雨、竜巻など地域にとって未曾有の自然

災害が発生しています。特に、平成 18年 11月 15日と平成 19年 1月 14日に相次いで千島

列島沖地震に伴う津波警報が発令され、その際の低調な避難率について自治体の対応や地域住民

意識等種々の問題点が指摘されたところです。 

今回のセミナーでは、まずオホーツク地域における近年の自然災害の特色を理解し、これらに

対するハード・ソフト面での備えのうち、特に「災害に対する住民意識の向上を図るために為す

べきことは何か」をテーマとして開催します。 

(社)日本技術士会北海道支部副支部長 兼実行委員長 能登繁幸 

ププロロググララムム  

14:00 ･････ 開会   (社)日本技術士会北海道支部 支部長 大島 紀房 

 主催者挨拶  (社)日本技術士会 会長    高橋   修 

 来賓挨拶  北海道開発局網走開発建設部 次長  伊藤  丹 

 

14:20 ･････ 第 1部 話題提供           ※話題提供は2０分／人（質疑応答含む） 

 「北見市大雪災害と現地対応」 

 北見工業大学 教授 高橋 修平 

 「自治体の防災に対する備え」 

 北見市総務部防災対策・危機管理室 課長 岡森 清貴 

 「災害時の救護について」 

 日本赤十字学園日本赤十字北海道看護大学 准教授 尾山とし子 

 「千島列島沖地震時の津波避難に関するアンケート調査結果」 

北海道開発局建設部道路計画課 道路調査官 柳原 優登 

15:40 ･････ 休憩 

15:50 ･････ 第 2部 パネルディスカッション 

「災害に対する住民意識の向上」 

パネリスト 

 北見工業大学 教授 高橋 修平 

 北見市総務部防災対策・危機管理室 課長 岡森 清貴 

 日本赤十字学園日本赤十字北海道看護大学 准教授 尾山とし子 

北海道開発局建設部道路計画課 道路調査官 柳原 優登 

コーディネーター 

北見工業大学理事・副学長 大島 俊之 

 17:20 ･･･ 閉会挨拶 

(社)日本技術士会北海道支部副支部長 兼実行委員長 能登 繁幸 

 17:３0 ･･ 情報交換会 

（※上記のセミナー内容は、一部変更になることがありますので予めご了承下さい。） 


